
精密電気計測コンソーシアム直流電圧巡回比較用 732C 簡易取扱説明書 

 

1. 受領後、急激な温度変化は避けつつも早めにコンテナを開梱し、フロントパネルの IN-CAL インジ

ケーターが点灯していることを確認して下さい。斜めからだと点灯／消灯が判別しにくいですので、

真正面から確認して下さい。万一、IN-CAL が消灯している場合には至急コンソ事務局までご連絡

下さい。 

2. 背面に 100 V 電源を接続し、フロントパネルの AC-PWR インジケーター（と IN-CAL インジケー

ター）が点灯することを確認してください。点灯／消灯には少しタイムラグがあります。 

3. 100 V 電源非接続で、5 日間ほどバッテリー駆動可能です。 

4. 測定後は、100 V 電源に接続し、フロントパネルの CHARGE インジケーターが点灯しなくなるまで

内部バッテリーを充電してください。 

5. 発送時はロータリースイッチを NC のポジションに設定し、IN-CAL ランプが点灯していることを

確認してください。 

 

各部説明（前面） 

① 各種インジケーター 内蔵の 732C のインジケーターをそのまま表示しています。 

 AC-PWR 100 V 電源に接続時点灯 

 IN-CAL オーブン温度の大幅な変動やバッテリーの電圧低下・電源喪失などが無く、前回校正

値が有効であれば点灯（※万一消灯時にはご自身でのリセット操作はせずに、至急コンソ事務

局までご連絡下さい） 

 CHARGE 732C の内部バッテリー充電時に点灯 

 LOW-BAT 732C の内部バッテリーの残量が残り 5 時間ほどになったら点滅します。点滅し

たら直ちに 100 V 電源を接続して再充電してください。 

 

② 出力端子（B） 電圧出力用バインディングポスト。内蔵の 732C の端子と同じ配列です。 

 10 V、1 V、0.1 V 電圧出力端子 

 V COM 電圧出力ロー側端子 

 CHASSIS 732C ケースグラウンド端子 

 GUARD 732C 内部のガード端子 

 

③ 出力電圧切替ロータリースイッチ 

 ④の OUTPUT 用 LEMO 端子からの出力の切り替えに使用します。 

 ②の出力端子（B）からは、本スイッチにかかわらず、常時出力されています。 
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④ 出力端子（A） 

 THERMISTOR  732C 内部の 40 kΩサーミスタ

（BNC 接続）。抵抗値をモニタすることで、オーブン

温度に異常や変化がないかを確認することができま

す。抵抗値を測定される際は、自己発熱による影響を

避けるため、測定電流が 10 µA を超えないように注意

してください。 

同梱の FLUKE177 テスタで測定される場合は、Ωレ

ンジにした後、[RANGE]ボタンを 4 回押して 60 kΩ

レンジ（測定電流 10 µA）にして測定してください。

（右写真参照） 

3458A の場合は、100 kΩレンジ（測定電流 50 µA）

ではなく 1 MΩレンジ（測定電流 5 µA）で測定して下

さい。 

なお、不要なノイズ経路を排除するため、出力電圧

の精密測定は、必ず抵抗測定用の配線を外してから実

施して下さい。 

 OUTPUT LEMO 2B 3 ピン出力、フロントパネル向かって上がハイ

側端子、左下がロー側端子、右下およびアウターがアップグレードボッ

クスの筐体（NMIJ での校正時にガードとして使用）です。732C の

CHASSIS 端子や GUARD 端子とは接続されていません。 

 SENSOR ロータリースイッチの位置を読むためのセンサーです。詳細が必要な方はコンソ事

務局までご連絡ください。 

 

⑤ ガード A 端子 

 アップグレードボックスの筐体に配線を接続して、ガード又はシャーシ端子として用いる場合

に使用します。 

 ④の LEMO 端子の右下ピンやアウターと同じです。 

 

各部説明（背面） 

背面パネルの開口部より見える 732C の電源部に AC100 V を接続して充電してください。接続部が奥ま

っていて見にくいですので、AC ケーブル接続の際は緩みがないかご確認下さい。732C 背面の BATTERY

スイッチや CAL RESET スイッチには触らないでください。 

 

以 上 


